
ねんどせつぴ

生前の功により， 正五位に叙せられ，勲二~I\!t!l n yt光章を段 il;t計 l 'IJiを決定するにとどまる。

与された。 ( 牒野有1 久) すなわち司 l立説的役資計耐は，本社計画工事年度実路 ~ f 副 ・
ねんどせつぴとうしけいかく 年度綾備投資計画 年 本村承 It~J~ ・ j i !U出Liï " [l I!j および支社計画工事財源計 画に，支社t. 1

度設備投資討。IJi と は，その年度に同鉄が実!血する批1ft(; I ltlti の全 l，JtiCf下財。';t ， j' j " / II !i Lt ， 一土 f l:.i l 凶i工事の分類である事項別L事の財

ぽうである 。 個々の設備t~資は I jl.年度で完成するものもある が， 神;!計I' l'j と -j，f; _[可lトの財源，il lJlJi lこ l ，z分される。

規棋が大きい場合は 2 年度以|にわたることにたる。例々の設 従来 ， 11.i l ， l ，j ・ 船附および営業用自動車(以下 L車内等1 とい

備投資計Oltj を当該年度にどのくらい実施するかが f~\l 々の l 事の う。)の配民主打開の災動，すなわち転配凶は設備投資という概

その年度の実施，il l叫である 。 念に入 っ ていなか ったが，昭和 40 年度から支社に対しては設

国鉄は政府関係機1)\1 として凶会のa議決にかかる子切の拘京を 備投資 と して概念することとなった。このため投資の分類であ

受けるため，設備役f{ J I.j， ltj を実施するには Hf.の袋づけを必要 る本社“ 1 1山1 1.・ff お よび支社 ，ij 凶i工事の中に車両等の転配属が合

とする。したがって年度設備投f{ ，ih闘の |λl苦手は ， その { r 伎の f まれている。

nに様られることになる。 したがって年l丘北 fiíij世fTJ 十l些iの中の本社計画工事年度実施3 1

設備投資はfl:資管JlII 1.., *本社 ，H I'JJi T ・h ・ 本:;i>:川 7KIW， I : -' J~お

よび*支社Hj， f'j工事に 1，(分され，こ の|メ分に Ii:、 じて設備投資 ，il

I ，jjj の策定，決定，施行)ilL~1\に差違が設けられている。

年度設備投資計 I'liiは，その年度の投資，i !ï， I ，j の全ぽうであるの

で， 本村計。Itj 工・iト・木村/且認工事および :.!i t l : ， ilï ， I ，j . [て引のすべて

を包合しており，その決定おは総J主である。 1 ><1$;1;のその年度の

投資計 I ， ltj の全ぼう正 いっても，総絞ヵ:例々の I : .'j iの年度実施，ij

飽iについて決定するのは本村計 l由i工 ' f iだけであり，本~Li止i~，工

事お よび立制計 1.1Ij工 '11については，本打法，沼工。ji:'Í':体および支

社 i. lj幽工事全体の財倣は，い くらくらいて占、るべきかという 財

[1 11] およびぷ f l:.i l l， lけが財源計耐の中には，車両等の転配凶が含

まれている 。 ' 1<:1山j~'~の転岡山4は支社に対して設備役資と概念さ

れるが，対外的にはい4鉄内部における配属支社の異動にすぎな

いのでY-J?とは|対係がないロ

年度技術役ift .J I， I ， j の決定のみならず，その改訂も総裁が行な

うこととな っ ているが，さ少な改訂は経理局長と工事主管部局

長汚染防長， J逆転防長 ， : 1.作局長， 自動車局長または船舶局

長とがT ・jfの傾 }}Ijに止、じて行なうこと となっている。

(州橋友鯨)
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